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　　　　　　　　　　　木星の表面に循壊三流一見さる

　大英天丈協會親測部員たちの観測により，1919－19・　20年度に木星の南赤道帯（S・utl・

Tr・pical　Z・ne）の先行部のまはりを曲流する暗鮎が認められ，19・　26年に其れが螢表さ

れ’て，專門家たちの注意を惹いたが，其の後，暫く此の種の現象は観察されなかった．

しかるに昨1931年末以來，ヌ．々同じ場所に殆んど同様な暗黙の曲流が登見された・之

れにより，木星の表面には，循環する複雑な氣流が存在することが確かめられたわけ

である・〔Observatory　69S（lg32）〕

　　　　　　　　　　　　デルポ1卜天骸＝1952EAI

　去る3月12H，白國ユクル天文皇の勤勉家デルポ1トDelporte氏は乙女座β星の東

方に於いて日々2。も東北方へ蓮行ずる一期遊星を聾見した．光度は9級であった・す

ぐ之れは各地天売子に通報されて多くの観測が行はれたが，光度は色に下降した・始

め，運動の模様から見て，彗星かとも思はれ，居物線軌道の要素などが螢表されたリ
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したけれど，漸次之れが珍らし》・型の小遊星であるこ．とが知れ，4刀に至ってベルリン

のカiルステトKahrstedt氏は下の如き楕圓軌道要素を算出した〔L　A・U・Circ・365・〕

渥ギ1：ll灘1ト
　チエコ國オンドレヨフ市のグ1卜V・Guth．氏は斯うした軌道の研究から，此のデル

ポ1ト星とかのエロス星との軌道がα02軍位ぐらみに接近してみる事を見つけ，從っ

て此の二つの天髄は元々一つであったのが，何時か分裂したものだらうと言ってみる．

とにかく此のデルポ1ト星はやかましV・エロス星より遙かに近く地球へ近づく星なの

で驚かされる。前頁の圖は其の軌道である．

　　　　　　　　　　　　珍らしいラインム璽卜星

　今1932年は既に三つ四つの漸彗星が見えて居り，小遊星界でも亦，かのデルポート

星の如き珍らしい形の軌道を有つ天膿が見つけられて，斯界の観測者たちを喜ばせて

みるが，更に叉こ昇こ濁逸のノ・イデルベルビ天文垂のラインムiトReinmuth氏が去

る4刀24日の夕刻おとめ座力星の南東で西干する一天髄を機見した・ス．トラケStracke

氏が5月5日までの魏測結果から算出した軌道要素は〔RJ．615〕

フ12　　　期　E＝19・　32年5月16日，

2拝粗野径　　1～工＝3270　18！　19．ク9

離」ひ…寧角　　qp＝　31　　23　　35．4

離　　，直、　　率　　　e　；＝，　0．5281

不均蓮引引　y＝216！26

週　　　　　期　　1．639年

近日黒占31籔

昇交鮎黄径

軌道の傾斜

近日黙距離

軌道長牛径

撰総i｝一

δ＝0・6632　階位

a＝　（O．143131）

之れによると，軌道は著しく楕圓で，近日黒占は地球の軌這のみならず，金星の軌道を

も超えて太陽に近いといふ驚くべきものとなり，雫均運動も，かのエロスのy＝2014ク

を超えてみる．全く100パ1セジトの珍物である．

　　　　　　　　　　　　　矢座S星の研究

　有名な攣光星である矢座S星のスペクトルを米側ミシガン大學天丈垂のアルドリチ

J．A．　Aユdrich氏が1913年一1923年にわたる寓眞板から研究して登表した・器械は同天

文嚢の95センチ反射鏡で，穫た寓眞板は総計124赦，止れにより星の下線速度の攣化

を調査したのであるが，其の結果，下の如き三種類の週期野駈があることが知れた・

　　　　　（1）　週期　　682．日　　　　四幅　　14・7キロ〆秒

　　　　　（2）　ii　8，381589　ii　15．08
　　　　　（3）　　　！ノ　　　　　　　4．190795　　　　！ノ　　　　　　7．4

此のうち，（2）と（3）とは星の雰園氣の脈動として普渣に読明せられるわけであるが，
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（1）は未知の原因である．〔Ptlbl・Univ．　of　Michigan　Obs・，　VoL　4・No・5（1932）〕

　　　　　　　　　　リク莫の他三大天女蔓に於ける星像研究

四一ベルリン天交塁（バベルスベルグ）のストル1フエG・Struve敏授は，

　19，　21－1　930の十年間，ベルリ．ン天丈墓に於ける夏期（八月から十月）の観測と比べて・

　ユ931年八月一十月の問，リク天文垂に滞在して，43夜にわたり，天王星の衛星を観

　　志した事，

　1926年三月一．六月の間，南阿ユニオン天丈奎にて，64夜にわたり，土星の衛星を槻

　　測した事，

　1928年六月一八月の間，米国ヤ1キ1ス天文…藝にて，41夜rcわたり，観測した事

を相互に比較した　其の結果，下表の如き星像の夏否の剣断が得られた・

　年
中　　壇

上
五
六
七
八
九
十
十
十
＋一月

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

ベルリン天帝墓

1921－1　9，　30

65cm

1，68

2．21

2．58

2．17

2．3　e5

2，18

2，31

2．28

2　33
2．3，2

1．98

1．62

リク天文垂
1931

91cm

3．13

3．13
3．09，

寸言旨。％慰み， 3．12

84％

ユ＝＝オン天文学　ヤ1キ1ス天文壷

1926

65cm

3．28
．D，．71

．D，．13

3，37

81％

1928

100cm

戸
0
2
A
U

り
臼
ユ
4
凸

り
μ
2
1

1．92

49％

但し，こNで，星像のシ1イ．ングの良否の尺度は

　　5＝excellent（優）　　4＝good（夏）　　　（3）＝Satisfactory（二足）

　　2＝moderate（可）　　1＝bad　（不頁）　　（0）＝very　bad（甚だ不可）

使用した望逡鏡は皆ほし“同じ程度の大きさで，倍率は400を常に用ひた・〔Publ　A・S・

P・　（ig32　April））

　　　　　　　　　　　　　銀河系の廻韓の研究

　白國ユクル天一奎長ストローバンM・Stroobant氏は此頃ヘリウム星（Bo型からB7

型まで）の視線速度の統計研究によって，銀河系の運動に弔する新しい資料を得た・

其の要鮎は〔Bull．　Acad・rny・Sci　Belg・Io（lg31）〕

　銀河の中心は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀径　325。

　　　　中心までの距離は　　9250パ1セク　　　　即ち　　30100光年

　　　　自簿の週期は　　　　20000000年　　　　　”　　　二億年
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太陽の公輻速度は　　　　　　　　　毎秒　270粘
此の蓮動の原因たる引力の源は　太陽×160000000000　帥ち　太陽の一千六百億倍

銀河の直径は　　　　　　　23000パーセク　　　即ち　　75000光年

　　　　　　　　　　　　　驚くべき高さの雲

　ノルエ1國オスロ市大學教授スチsルマlC・St6rmer氏は，1926年12月30日と，

1929年1月13日とに，非常に高》・雲を登早した．其の高さは，1926年の末のが26粁乃，

至3⑪粁で，1929年初のは23粁乃至26粁であるが，普通今まで氣管下上に知られてみた

雲は殆んど皆10粁以下であったのだから，こんどの新種の雲の高さには驚かざるを得

ない．金く之れは成層圏のものである・此等の雲は何れもナスロ1市の北方に深い低

氣歴がある時に見付けられたものであって，地上には南叉は東：向きのス・iプを吹き

降る張風がある時である・叉，1926年末のは雲が毎秒75米といふ急遽度で運動してみ

たが，1929年半の場合は，地上には強い北西風が吹いてみたのに，雲は動かなかった

とv・ふ．此の種の雲の出現は極めて稀で，現に，1890年に見えたことがある外，其の

後，1926年までは全く見られなかった．此の新種の雲の研究は，今後，高層大氣の研究

には重要となるであらう．天交上からも流星の現象等には弾込が深v・L〔Nat：ure（lg26

Feb．　i6，　lg32　Apr．　2）j

　　　　　　　　　　　　　空氣中のオゾ1ンの高さ

　地球の高層大野中に存在して，吾人の生存上重要な役割を演ずるばかりでなく，天

覧からの著しく吸解して，宇宙研究に大なる影響を有するオゾ1ンは，普通，地上よ

り約50粁の高さであると思はれてるるけれど，佛國のシヤ・ンジD・Cha1・11ge氏の研

究によると，オゾiンは決して極限せられた高さに存在するものでは無く，既に地上20

粁の高さでも可なりの量が認められるし，叉，上方の限界としては，殆んどヘビサイ

ド層に近v・80粁の高さまで漸次増加ずる傾向にあると）・ふ・〔∫ourn・Phys・（lg32　Jan・）〕

　　　　　　　　　　緯度転化に於けるZ項の分析概究

　木戦況博士が帝國書士院Proceedingの第8巻第3號第21項に登表せられた論丈に，

博士が近年まで諸所の観測所で行はれた緯度弘化の襯測の結果により，Z項を調和分

析さ詳したものが載ってみる．其れ，によると，

三ケ所の山際緯度観測所の観測により，190，一一1911年間のZ項は，

　Z＝一〇．pO70cos（e－ct－t－loo）十〇．020sin　（2e－ct－lso）　十〇．oo2sin（3e－ct－lsoo）

　　　＋O．）OG4cos（4S－ct　一60a）

同三ケ所により，1922．7－1931．0年間のものは

　Z　＝＝　一一　O．100cos　（e　一　ct十140）　一FO．020sin　〈2e　一　ct十50）十〇．003　sin　（3e一　ct　一930）

　　　一　O．　005cos　（4e　一　ct　一2？，O）　一〇．，tDO4sin（6e　一　ct　十　g．o）

米國ワシントン海軍天文壷で1923－1930年間に行った窺眞大項儀の観測からは
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　Z＝十〇．100cos（e－ct十130）十〇．026sin（2e－ct－300）十〇．015sin（3e－ct－13so）

うく，町歩グリ・・チ天丈塁で1923－1930年間にククソン浮遊隠事儀で行った天項儀では

　Z＝＝一〇．06ces（e－ct）十〇！tO4sin（2e－oc）十〇，’！02sin（3e－ct－600）

とV・ふ結果になってみる・但し，0は太陽の卒再議径，αは恒星の赤穫である

　　　　　　　　　　　　昨1951年申の緯度二化観測

　木村榮博士が帝國學士院Proceedingsの第8巻第3號第20項に登表された所によると，

昨1931年中には，北牛球に於》・て，水澤，Kitab，，Carlft〕rte　Uldahの四ケ所の．襯測所

が襯測に從甘し，其の結果，下記の如き要素北極の運動を得られた由．

1931年0　　　　　。1　　　　　．2　　　　　．3　　　　．，4　　　　　．5　　　　　．6　　　　　．7　　　　．8　　　　．9，

x＝一〇，ク】3　一．ク16　　＿，クユ6　　一。ク10　　一．ク01　十．ク10　十．ク18　十．ク18　十．ク09　一．ク01

y＝一〇．ク04　十．ク03　　十．ク09　　十．ク15　　十．ク19　　十．ク18　十．ク12　十，ク02　一．ク07　一．ク12

　因みに，中央ロシヤのキタブ並塩所は

　　　　　北緯　39。8！1！ノ65　　　　　　　東径　4h　27m　31．s　7

の地で，去1930年11月9日より観測が開始され，器械はアスカニや會製吐の口径llOミ

リの天三儀（焦黒占距離は1，289ミリ）で．測微尺の恒藪は39・”765であると・」又，米國ゲ

ザiスパ1グの観測所は修理殆んど成り，近く観測を始める由，（天界前號木村博士

の交参照）

　　　　　　　　　　　支那の奥地の磁氣観測

　近頃ベルリンで登表せられた所に零れば，濁逸プロイセン氣象學研究所のブイルビ

ナlW・Filchner氏は1926－1928年にわたり支那の奥地に入って，西藏の北境附近を

旅行しつ・地磁心の偏差，伏角，水癌分力等の測定を約150ケ所について敢行したとい

ふ．行路は一領中央アジヤのタシケント（北緯41。，．東屋69。）から，Tihua（北緯44。，

東台88。）を経て，Lussar（北緯：36。，束径102。）に至り，それより海抜15，000尺のタン

グラ峠を越えて，Leh（北緯34。，東径78。）まで達したもので，途中，病魔や土民の妨

害に苦しめられたが，此の測定の結果，此の邊一帯に，磁力の偏差極めて少なく，地

下深き所まで磁氣的に無力なる岩石より成ることが確かめられた・〔Verδff・dr　Preuss・

Meteorol．　lnst．　No・　379　（i93i））

　　　　　　　　　　　　光墨硝子の屈折率について

　角筆物理學研究所National　Physical　LaboratoryのスミスT・Smith氏が，パ1ソン

ス光學硝子會杜のガラス材を多く研究したる結果，一般にガラスの屈折率は，三種の

波長の光について屈折率が知られたならば，他の波長の屈折率は容易に計算し得ると

いふ．即ち，ガラスの屈折nj　Pは普逓に

　　　　　　　　　　　　　　　y＝　a十　bwn
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といふ式で表はされる．但し，aとbとnとは各ガラス固有の恒籔，　Wはし波数■wave－

number即ち，波長の逆藪で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　W　　寓　　＿⊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）L
故に，三種の波長については

　　　Yl＝　a十bwln・　　　　　Y2＝　a十　bw211　　　　　μ3＝　a十　bw311

により

　　　　　　　　　　　Yl　一　Y3　一　Wlll　一　W311

　　　　　　　　　　　y2　一　y3　w2n一　w3n

なる關係を得て，一般に任意のWに相當するpの計算にも賑用される．

ヌ．，分散dispersionよりも寧ろ其の逆藪たるconstringenceとしてvを下の如く定義し

　　　　　，一y・　一1　（但し販。は螺スペクト・・の青線と赤線）

　　　　　　　　YF－yc

を用みるのが便利であll　1殊にVよりも其の醤数109　Vを與へられる事が計算者に

は望ましv・と．〔Trans・Opt・Soc．　VoL　32，　Pt．3〔lg31）〕

　　　　　　　　　　　　アメリカ天交攣會第48回野州

　アメリカ天理學會の第48回総會は，贈る8月31日間皆既日食が濟んだ直ぐ後，9月2

Hノ・iY“　1ド二院天文学で開かれることになった，第49回総會が，まもなく年末の12

月27日目らアトランチク・シチ1で開かれる筈なので，9月の會は具1日だけの短かい

ものである．プログラムは

　9月2日午前10時　ノ・ly’　｝ド天文垂A館第21號室で，評議員會・

　同　　午後2時　事務総門　ラドタリフ學院ロングフェロ1室にて・

　同　　同8時牟　ロ1エル館にて國際天文同盟の漱迎會・　　　以上

　今・回は上記の如く，論文登表は無くて，軍に事務：會と歓迎會のみ・他に，6月20日か

ら25日までN・Y．州サイラキウス市でA・A・A・S・會の年會もあるので，研：究襲表は其

の會の方へまはすやう薦められてみる．

　　　　　　　　　　　　雫山清次博士の渡米
　今年9月米國ハlY“　1ド大學で開かれる國際天文同盟第4回総會には日本から挙山清

次博士が代表者として派遣されることになり，7刀横丁を出帆される由・因みに，同博

士は去5，月19日京都に來られ，同H午後3時から理三部天日學教室で開かれた夫丈學談

話會の臨時會で博士最近の研究にかしる週期攣光星の理論を演説せられ，其の後出席

者一同との間に質問などがあった．此の會には新城総長も出席された．

　　　　　　　　　　　第4回國際天女同盟縮會プログラム

今まで幾度も報じた第4回國際天文同盟総會は，いよいよ來る9，月2日から米國ケン

ブリチ市のラドタリフ議院ロングフエロi館で開かれることNなった。其のプログラ

ムは，

9月2日（金），午後，参列員登錐，詳議員會　夜，アメリカ天文學會雨催の歎迎會
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同3日（土），午前，公式獣迎會，総集會．午後，ハ1プ1ド天丈垂で園遊會・

同4日（日），　　ボストン港へ散策

同5日（刀），全日，二野的諸委員會，

同6日（火），午前，諸委員會．午後，エレスレイ二院へ蓮足，

同7日（水｝，午前と午後，諸委員會夜，マサチユセツ町回院へ

同8コ口木），午前，総集會，午後，ハーブ1ド天丈塁オ1クリヂ出張所へ

　　　　　　夜，　アメリカ部會の圭下局迎晩餐會

同9日（金），午前，総心血

　　　　　　　　　　　　　國　平郷伊野議
　入る9月4日から同12日まで，前後9日間にわたり，スヰス國チウリヒ市聯邦一義院

に於いて水際籔學飾罫が開かれる筈であって，既に詳しいプログラムも到着してみる

が，同回議は

　1・代数及び数論，　2・解析　　 3・幾何
　　4・公算及び保瞼数學　　5・力學及び物理學　　 6・天文學

　　7・工學　　8・論理及び哲學　　9・・史　學　　 10・教育學

の十部に分れてみる．

　　　　　　　　　　　　　シエ1ル氏を弔す
　スヰス國ジユネ1ウ‘天文毫のシエ1ルElnile　SchaeT氏は，天文家として，叉，天

文光學者として；有名であったが，去る1931年9月24日病死した，氏は1862年ベルンの

貧家に生れ，刻苦濁吹した人であるが，1883年からはベルンやバ1ルの大學で研學し，

i891年に電氣化學の學位を得，1898年ジユネPヴ天文壷員となり，子午線槻測，氣象，

時計平定等の業略に從拝し，倫ほ遊星，彗星，星霧，日食，星團等の観測をし，エ905

彗星を螢隠した．1911年頃から叉アルプス方面に新天丈毫建設の目的で屡々實地踏査

研：究し，1922年には海抜3450米のユングフラウヨホに臨時出張したこともある．1998

年頃から光學晶の製作をも始め．径40糎乃至120踵の刷物鏡，裡34糎乃至60糎の封物

レンズ，邊18糎乃至25糎のプリズム等を作ll　：其の作品は今ムドン，セチフ，ゾセ

（上海），プルコゾ，ジユネーヴ等の天文塁にある．〔L’Astron．（Marsユ932）〕シェ1ル

．氏の転官や，氏の製1乍品の察眞はL星「（1930年0月號）に澤山載せられてある．

　　　　　　　　　　　　ビグ1ルダン氏逝く

　去る1932年2月29日，佛國天文界の元老ビグPレダンGuillaume　Bigourdan氏オζ逝

去した・享年81歳，氏は長い其の一生の間に天丈學の他方面に活躍した。凡そ四牛世

紀間，パリ天丈塁で見得る多くの山霧や星團の観測をなし，五巻の報告を幽版した．

叉，氏は時刻及び脛度測量に即する研究に關係し，國定径度局の長にもなった・氏は

N，二日アカデミの會員であり，英國ロ1ヤル天文學々員であり，叉，一際天文同盟

の一員であった．


